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などが用いられてきた。2002 年に移植患者の免疫能を評価する目的で the Immuknow Assay が米国の
FDA で承認された。これは、CD4 陽性細胞の ATP値を用いて移植患者の免疫能を評価するものである。
これまでの報告では、CD4 陽性細胞の ATP値を用いた術後免疫能を評価した文献はない。今回我々は、
大腸癌手術症例において CD4 陽性細胞の ATP値を用いて術後免機能の推移を評価した。 
対象と方法： 
2012 年 8 月から12 月の間に大腸癌において福岡大学消化器外科で手術を受けた症例は49 例であった。
このうち免疫抑制剤やステロイド内服、移植患者を除外して、informed concent の同意が得られた 16 人
を対象とした。術前及び術後 1 日目、4 日目、8 日目に白血球数、リンパ球数、CRP値、Immuknow 
Assay Kit を用いて CD4 陽性細胞の ATP活性を測定した。 
結果： 
年齢は 41 歳から 84 歳で平均年齢は 62.4 歳であった。男性が 13 例で女性が 3 例であった。 
結腸が 12 症例、直腸が 4 症例であった。9 症例が開腹手術、7 例が腹腔鏡手術であった。7 人が stage
Ⅰ、 5 人 が stageⅡ 、2 人 が stageⅢb、2 人 が stageⅣ で あ っ た。 白 血 球 数（p<0.001）と CRP値
（p<0.0001）は術後 1 日目に有意差をもって上昇し経過と共に低下した。リンパ球数は術後 1 日目に有意
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差をもって低下し（p<0.001）、経過と共に回復した。Immuknow assay level は術後 1 日目に有意差を
もって上昇し（p<0.01）、経過と共に術前レベルに推移した。開腹手術と腹腔鏡手術で比較すると、術後
1 日目に腹腔鏡手術群で Immuknow assay level が低い傾向を認めた。（p=0.08） 
結論： 
手術侵襲は術後の免疫能を抑制すると報告されてきた。我々の研究では、今までの報告とは対照的に
CD4 陽性細胞の活性は術後 1 日目で有意差をもって上昇していた。この結果は、術後免疫抑制に伴い
CD4 陽性細胞は減少するが、それを代償しようとして CD4 陽性細胞はより刺激を受ける状態にあると推



























Q： コルチコステロンを測定している時間が朝の 10 時であるが、その根拠はあるのか。
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A： どの時間が適しているのか検討は行った。休息期での睡眠を評価しようと考えた。
Q： Figure 1A について、繰り返しのある検定は行わなかったのか。
A： マウスは数分置きに寝たり起きたりするので、1 時間ごとには検定を行っていない。12 時間ごとに


























Q： Figure ごとの n の数が違うのかなぜなのか。再現性をどのようにしているのか。














A： 臨床で REM睡眠と NREM睡眠を区別することは難しい。
Q： マウスにセロトニン症候群はおきるのか。
A： 用量によると考えられる。
Q： 遺伝子改変された睡眠障害マウスはないのか。
A： 存在しない。
以上の質疑を中心に活発な討議が行われ、申請者はそれらの質問に適切に回答した。以上の審査の結
果、本論文は酸棗仁湯が睡眠障害に有効であることを証明した研究であり、学位論文に値すると判定さ
れた。
